
令和５年度 かながわコミュニティカレッジ受講生募集

これからの身近な地域での支え合い・助け合い活動を考える

 あらゆる世代でさまざまな人々が地域でつながり支え合う、共生・共助の社会づくりが求められています。
人生100歳時代と言われる昨今、「困ったときはお互いさま」という気持ちで、誰もが参加できる地縁の助け
合い活動が活発になることをさらに進めていかなくてはなりません。
 本講座では実践事例の紹介や、共に地域づくりを楽しむ仲間をどう見つけるか、コロナ禍での経験を活
かし、助け合いや見守りを身近な地域でどう創り、広げていくかなどを学び、参加者同士の意見交換を通
して、自分達がめざす共助の地域づくりを考えます。
。

【講座実施団体】 これからの福祉を考える会・横浜 【協力】(一社)ソーシャルコーディネートかながわ

【申込み・問合せ】  かながわコミュニティカレッジ事務局

 ※日・月・祝日・年末年始を除く9時～17時45分開設

TEL:045-620-0743 FAX:045-620-0745

日時 講義内容 講師予定者

１
10/11(水)
13:30～
16:35

生きがい、助け合いのある地域を創るとは
地域福祉の流れ ～介護保険制度の始まりとその後～
グループワークと自己紹介

これからの福祉を考える会・横浜 
             代表 白岩 正明

          島津 禮子 丹 直秀
陣内 優生  木村 知広

2
10/25(水)

13:30～

16:35

これからの地域コミュニティをどう創るか1
「若葉台から考える地域活動のしかけ方
～空きスペースを利用した中高生の居場所『わっか』の新設と
今後の展望～」

「共助の地域づくりを、地域社会とともにどう進めるか
～地域資源の活用と、行政機関との上手なつき合い方～」

認定NPO法人若葉台
                                理事長 白岩 正明

公益社団法人かながわ福祉サービス振興会
               専務理事・事務局長 梅澤 厚也

3
11/8(水)

13:30～

16:50

地域活動の実践事例を知る①
「外出に困難を抱える人たちの現状や課題と外出効果の素晴
らしさ」

地域活動の実践事例を知る②
「住民ボランティアが築いた地域福祉の先進モデル

 ～支え合うご近所づくりの極意～」
地域活動の実践事例を知る③
「職業体験や農業体験、子ども食堂、学習支援などの取り組み
～子どもたちが夢を描き、それを地域の大人が支えていく～」

認定NPO法人横浜移動サービス協議会
                          副理事長 山野上 啓子

認定ＮＰＯ法人すずの会
                               代表 鈴木 恵子

ＮＰＯ法人未来経験プロジェクト
  理事 堤 園子

4
11/22(水)

13:30～

16:35

地域共生社会の目指す方向
「子どもを真ん中にした地域づくり
～地域での子どもを取り巻く環境を知り、自分と地域ができる
ことを考える～」

「横浜型地域包括ケアシステムの推進について」

社会福祉士   陣内 優生

横浜市健康福祉局 地域包括ケア推進課担当
係長 （神奈川区 高齢・障害支援課 地域包括ケア推
進担当係長兼務）

加藤 園望

5
12/6(水)

13:30～

17:00

これからの地域コミュニティをどう創るか２
「”人と人”の関係が生み出すもう一つの福祉のカタチ

地域共生社会の実現に向けて」
「住民主体の支え合いの輪をどうつくるか、広げるか

～地域ネットワークのつくりかた～」
共助の地域づくりを推進するために

 生きがい・助け合いのある地域をどう創るか

厚生労働省 社会・援護局 地域福祉課 地域
共生推進室 支援推進官   

犬丸 智則

社会福祉法人横浜市社会福祉協議会
                                 会長 荒木田 百合

これからの福祉を考える会・横浜

講座カリキュラム

【日程】 令和5年10月11日(水)～12月6日(水) 全５回

【時間】 13:30～16:35 ※開場時間13:10～

【会場】 かながわ県民センター11階 かながわコミュニティカレッジ講義室

【受講料】  6,300円 【定員】 30名 【申込締切】 9月21日（木）
※応募多数の場合は抽選 ※定員に満たない場合は引き続き先着順で受け付け（電話のみ）

※講座カリキュラムと講師は、都合により変更になる場合があります。

検索

かながわコミュニティカレッジ

たすけあい



地域に新たな居場所を見つけ、人生１００年を豊かに過ごそう

受講のご案内

かながわコミュニティカレッジ講座受講申込書（FAX申込用）

共助の地域づくりを推進する講座

FAX送信先：045-620-0745

【講義会場】  かながわコミュニティカレッジ講義室

【住   所】  横浜市神奈川区鶴屋町２-24-２

かながわ県民センター11階

【交   通】  

■JR、京浜急行線、みなとみらい線、東急線、相鉄線ご利用の方

 横浜駅西口より徒歩５分 横浜駅きた西口より徒歩３分

■横浜市営地下鉄ご利用の方

地下鉄横浜駅出口８番から地下街を通り、中央モールを左折し、

北６番出口を出て徒歩２分

●講義会場のご案内 ●

お名前

（団体申込みの場合は、団体名および代表者名）

区分
（どちらかに〇をしてください）

個人 ・ 団体

ご住所

〒

連絡先
TEL FAX

e-mail 事務局からのパソコンメール
が受信可能なもの

ふりがな

※お預かりした個人情報は、かながわコミュニティカレッジからの講座に関するご連絡やご案内の目的で使用させていただきます。 

神奈川県に在住・在勤・在学の方 または、

県内でボランティアやNPO等として活動又は活動を予定している方及び団体

電話・FAX・神奈川県のホームページ（e-kanagawa電子申請システム）のうちいずれかの方法で、

受講希望講座名・氏名・住所・区分(個人・団体)・電話番号をご連絡ください。

※団体で申込みされる場合、複数の方が１つの講座を交替で受講が可能です。ただし１回の講義に出席

できる方は、１口のお申込みにつき１名です。

募集期間終了後、定員を超えた講座は抽選を行い、受講申込みをされた方全員に受講の可否を郵送で

お知らせします。

受講が決定した方には、受講料の納付書をお送りしますので、指定する期日までに最寄の金融機関で納

付していただきます(ゆうちょ銀行やコンビニエンスストアでの納付はできません)。なお、一度納付された

受講料は、主催者側の判断で講座を開催しない場合を除き、原則お返しできませんのでご了承ください。

講師の都合や交通機関の遅延・運休・自然災害等により当日の講義が実施不可能となった場合は休講

とし、別の日に補講を実施します。※今後、感染症感染拡大などがあった場合、講座日程等が変更される

ことがあります。

講座開催コマ数の３分の２以上出席された方に、修了証を交付します（資格を付与するものではありま

せん）。原則、団体として受講された場合には交付の対象としませんが、ご希望があれば、同じ方が３分

の2以上出席された場合、その方のお名前で交付も可能です。

この講座は、一般社団法人かながわ土地建物保全協会の「令和５年度人材育成支援事業助成金」対象講

座です。NPO法人等が直接雇用するスタッフ等の研修受講料に助成があります。詳しくは同協会ホーム

ページをご確認ください。 https://www.thk.or.jp/service/life_support.html

【受講対象】 

【申込方法】 

【受講決定・

受講料の 

納付方法】

【休 講 等】

【修了証の

交付】

【研修助成金

について】


	スライド 1
	スライド 2

